
「正直な意見」を求められて本当に正直な意見を述べてきたケー
ス
私は埼玉奨学金問題ネットワークの事務局長をやっている関係で、奨学金問題についての講演に呼んで頂ける機会が度々あります。
これまでは、高校の先生や保護者の方々、労働組合や憲法９条の会などの学習会が多く、
年配の方々にお話する機会が多かったのですが、最近は高校に行って高校生のみなさんにお話する機会も増えてきました。

先日も高校生の学年集会で奨学金問題についてお話させて頂きました。
講演終了後、私の講演に関するアンケートを実施したのですが、
その際、高校の先生が「アンケートは正直に書いて下さい。」と生徒に伝えたところ以下のように本当に正直な意見が返ってきました。

【生徒の意見（一部抜粋）】
・話が長い
・配布資料が文字ばかりで分かりにくい
・話が難しいので具体例を使って説明して欲しい
・映像を使って欲しい
・もっと簡潔に説明して欲しい
・話が長すぎる
・眠かった

大人の世界ではなかなか味わえない本当に「正直な意見」が届き、若干たじろぎましたが、自分の講演にまだまだ工夫の余地があることも
分かり貴重な経験になりました。
この経験を次回以降に活かしていこうと思います。
 

弁護士　鴨田　譲
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ネウロズ祭り
 

３月２０日に，川口駅前の広場で開催されたネウロズ祭りに行ってきました。
この祭りは，クルド人の人々が，圧政解放の英雄であると伝えられているネウロズを称え，祝うための祭りです。新年の祭りとしての意味
合いもあります。
 

クルド人は，トルコ・イラン・イラク・シリアの国境地帯にまたがる山岳地帯に居住する民族で，国家を持たない世界最大の民族といわれ
ていますが，トルコでは，その民族の独自性を否定され，迫害を受けています。そんな迫害から逃れるために，日本に逃げて来ている方も
います。
 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/04/kamoda-1.png
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祭りには，逃げるようにしてトルコから日本へ来た人々もいたと思いますが，このように祭りに参加して明るく懸命に生きようとしている
姿は素晴らしいと思いました。
また，会場には，日本に住んでいるたくさんのクルドの人々だけでなく，日本人もたくさん来ていて，大変賑やかでした。
祭りでは，小一時間ほど，輪になって踊り続ける場面もあったのですが，クルド人の輪に交じって踊る日本人の方もいました。国籍・民族
関係なく，入り交じって楽しそうに踊る人々を見ていると，このような風景がこれからも続けば良いな，と思いました。
 

アメリカでは，トランプ大統領が排外主義をとっていますが，日本が，アメリカに追随することなく，多国籍，多民族の人々が共生できる
社会になるために，私は自分にできることを頑張っていこうと思います。
 
 

弁護士 鈴木 満
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ごちそうさん
前回の伊須弁護士の「帰郷」については私も発刊されてすぐに読みました。どの話も心が締め付けられます。

毎朝、ＮＨＫＢＳで昔の朝ドラを見ています。今は杏主演の「ごちそうさん」の再放送です。

徴兵される長男が杏に言います。
「未だやりたいことがいっぱいある。野球をもう一度やりたい。
お父さんのように力一杯仕事に打ち込みたい、お母さんのように心から人を好きになりたい。美味しいものを沢山食べたい。
それを許さないこの時代、国を、僕は許さない。国を必ず作り替えてやる。絶対に帰ってくる。」

終戦。戦死した次男を想い、生還した長男の「僕たちはどうしたら良かったんだろう」の言葉。

杏が言います。
「回りからおかしいと思われても、怖くても、正しいと思ったことをきちんと言うべきだった。
偉い人達はそういう話しをきちんと聞くべきだった。どちらも無責任だった。」

 

弁護士　梶山　敏雄
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浅田次郎さんの「無言歌」
 
 

作家の浅田次郎さんの「帰郷」の中に「無言歌」という作品があります。
何度も読み返しています。
 

潜水艦の中で、２人の兵士が、夢の中の出来事を互いに語り合います。
西大西洋の艦の中で、酸素がどんどん減っていき、死が刻々と近づいてきます。
彼らは、最後にチャップリンのスマイルを鼻歌で歌います。
「スマイル、ララリー、ラリーラーー」
 

https://www.amazon.co.jp/NHK%E9%80%A3%E7%B6%9A%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93%E5%B0%8F%E8%AA%AC-%E3%81%94%E3%81%A1%E3%81%9D%E3%81%86%E3%81%95%E3%82%93-%E4%B8%8A-%E6%A3%AE%E4%B8%8B-%E4%BD%B3%E5%AD%90/dp/4140056398
https://saitamasogo.jp/archives/69378


そして、最後の最後にこう結びます。
「俺は、ひとつだけ誇りに思う」
「しゃらくさいこといいなさんなよ」
「いや、この死にざまだよ。戦死だろうが、殉職だろうがかまうものか。俺は人を傷つけず、人に傷つけられずに人生をおえることを、心
から誇りに思う」
「同感だ、沢渡。こんな人生は、そうそうあるもんじゃない」
「スマイル。唄おう」
「言葉は、ないほうがいい」
 

陸上自衛隊の隊員は、ＰＫＯ派遣５原則が破れた内戦状態の南スーダンに派遣されています。防衛省は、南スーダンの業務日報が、私たち
国民の目に触れると不味いと考え、当初、業務日報を隠ぺいしようしました。しかし、情報隠ぺいだと大きな批判が起こり、一転して、電
子データが残っていたとして、業務日報を一部開示しています。しかし、大事な南スーダンの情勢や弾薬の使用状況については黒塗りのま
ま、私たちの目から未だに隠しています。兵士であっても、自衛隊員であっても、同じようにかけがえのない命を大切にされなければなり
ません。政府は、自衛隊員、そして、私たち国民が、後戻りできない、「殺し、殺される関係」に陥る前に、南スーダンから一刻も早く陸
上自衛隊を撤退させなければなりません。
 
 

潜水艦の中ではなく、大空の下で、誰もが楽しく歌うことができる、
そんな簡単なようで、非常に難しいことを、どのようにしたら実現できるのか。
浅田さんの作品を繰り返し読みながら、繰り返し考えています。
 
 

弁護士　伊須　慎一郎
 
 



 
 

「大学生のためのアルバイト・就活トラブルＱ＆Ａ」
 

「大学生のためのアルバイト・就活トラブルＱ＆Ａ」（旬報社）が刊行された。

最近の学生のアルバイト・就活事情は、親の世代とは明らかに異なっている。
授業や期末試験にさえ出席できないブラックバイトがはびこったり、パワハラまがいの質問が就職面接で平気でなされたり。

同書は、学生にはもちろん読んでほしいが、親の世代も必読の書である。

一冊読むのがつらい人は、Ｑ＆Ａの結論だけでも読むと、大学生の実態と対処の方向性が理解できる。

https://www.amazon.co.jp/%E5%B8%B0%E9%83%B7-%E6%B5%85%E7%94%B0-%E6%AC%A1%E9%83%8E/dp/4087716643/ref=sr_1_1?s=books&ie=UTF8&qid=1488156291&sr=1-1&keywords=%E5%B8%B0%E9%83%B7
https://saitamasogo.jp/archives/69369


大学、大学院で学生を直接相手にしている執筆陣が書かれたものだけにきわめてリアル。

ぜひ、子供と一緒に読まれることをお勧めする。

弁護士　高木　太郎

 

 

●出版記念シンポジウムが開催されます！
　日　時：2017年3月18日（土）13:00～15：0（開場12:30）

　場　所：連合会館　（←クリックすると地図が出ます。）
　（東京都千代田区神田駿河台3-2-11　）

　資料代：1000円（本題含む）

　定　員：100名
　事前申し込み不要

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/IMG_2733.jpg
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是非、ご参加ください！

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/3-18.jpg


シンポジウム・290318(PDF)

バレンタインデー
２月１４日はバレンタインデーでした。

私も、事務局さんから頂戴し、ありがたくいただきました(ダイエットは忘れていません。)
とてもうれしい気遣いでした。

自分を振り返ってみると、忙しいとき、ふと気付くと周りに十分に気遣いができていないことがあります。
忙しいからといって、自分のことだけを考えて、周りへの感謝・気遣いを忘れてはいけませんね。
これからは、もっと他人に気を配って、感謝の心を忘れないようにしたいものです。

 

弁護士　德永　美之理
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マチネの終わりに
「逃げ恥」で恋ダンスを素敵に踊っていた石田ゆり子さんが
絶賛していたので読んでみました、
『マチネの終わりに』（平野啓一郎・毎日新聞出版社）。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/02/8ffa7625dbdb7b468d884e271cdfc4aa_m.jpg
https://saitamasogo.jp/archives/69343


天才ギタリストと戦場にも出向く通信社記者の、
ケイタイのある時代のすれ違い恋愛小説…
ではあるのですが、
戦争や民族紛争、宗教、仕事、家族、嫉妬、後悔などなど、
人生で避けては通れないテーマを色々と考えさせられます。

『マチネの終わりに』の特設サイト曰く、
『「40代をどう生きるか？」を読者に問いかける作品』だそうです。
まだ未読のアラフォーの皆さんにお勧めします！

 

弁護士　佐渡島　啓

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%9E%E3%83%81%E3%83%8D%E3%81%AE%E7%B5%82%E3%82%8F%E3%82%8A%E3%81%AB-%E5%B9%B3%E9%87%8E-%E5%95%93%E4%B8%80%E9%83%8E/dp/4620108197


（続）１０年後に届けられた絵～路上の花
この記事の続編です。
https://saitamasogo.jp/archives/69264

渡辺さん、本名は伊藤さんとおっしゃいます。
１０年前、卒業された小中学校に問い合わせたりして、戸籍を探し、本名がわかりました。

２月５日の埼玉新聞「絵を描き心に変化」。伊藤さんについての記事です。
あわせて、伊藤さんからいただいた、もう１枚の絵をご紹介させていただきます。

https://saitamasogo.jp/archives/69326
https://saitamasogo.jp/archives/69264
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弁護士　猪股　正

日弁連「バス事故はなぜ？繰り返される事故の原因と対策を考え
る」市民集会から
ゼミ生を亡くされた尾木直樹さんの言葉と市民集会の新聞記事です。

（尾木直樹さん）
バス事故の問題には、規制緩和、労働現場の実態、貧困など、日本社会のいろいろな問題が集約されている。この事故をどう受け止めるか
は、ひとりひとりの生き方の問題でもある。
法政大学では、「事故」とは呼んでいない。「事件」である。田中優子学長もそう訴えている。問題提起していくことが、大学の社会的使
命であり、私の使命である。
いつも、事故にあった学生たちの写真をカバンに入れて持ち歩いている。絶対に忘れない。
生き残った学生も最近続けて大きな手術を受けたり、バスの乗っていなかった学生も苦しみ続けており、事故は今も続いてる。

（市民集会関連記事。クリックして頂くと記事がご覧頂けます。）
◆産経新聞

◆信濃毎日新聞

◆しんぶん赤旗

◆弁護士ドットコム

https://saitamasogo.jp/archives/69303
https://saitamasogo.jp/archives/69303
http://www.sankei.com/affairs/news/170128/afr1701280026-n1.html
http://www.shinmai.co.jp/news/nagano/20170129/KT170128FTI090008000.php
http://www.jcp.or.jp/akahata/aik16/2017-01-29/2017012901_04_1.html
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20170129-00005635-bengocom-soci


弁護士　猪　股　　正

埼労連旗開き
１月１４日、埼労連（埼玉労働組合連合）の旗開きにお招きいただき、
当事務所からは、高木、伊須、鈴木の３名が参加しました。
 

伊藤稔会長や、賴髙英雄蕨市長といったお歴々が挨拶をされ、我々の目の前に立ちはだかっている社会問題、それに対して、どのように取
り組んでいくべきかなどについてお話ししてくださいました。
 

本年は、トランプ大統領に政権が移行するなど、多くの混乱が生じる年になると予想されますが、社会問題を改善し、よりよい社会を実現
するために力を合わせて闘っていこうというみなさんの力強い決意を感じました。
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弁護士　鈴木　満
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